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北側には縄文時代後晩期の盛士遺構で著名な三直貝塚、縄文時代中期の石器作り

の跡が発見された練木遺跡があります。これらの遺跡は、現在では高速道路となっ

てしまいましたが、ここを通る際|こは、往時の姿に思いを馳せてみて下さい口

また、調査された遺跡以外にも、当地には中世の城跡として知られる三直城跡や、

江戸時代の社殿がのこる八雲神社芯どがあり、歴史を彩る遺跡や史跡を現在でも見

ることができます。さらに足をのばして、上総を代表する古代寺院の

一つである九十九坊廃寺や、道祖神裏古墳芯どとあわせて、歩いてみ

てはいかがでレょうか?� 
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三直中郷遺跡の 木製品
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八幡神社北
(1)・ (2)遺跡 

八幡神社北(1).(2)遺跡は、成東町を流れる作田川にそ

った、九十九里平野をのぞむ半島状の台地にあります。こ

こに、県内に広く農業用水を供給している両総用水の施設

が作られるため、発掘調査が行われました。

調査の結果、古代から中世の大規模なムラの跡が見つか

りました。特に中世の鎌倉時代に台地北側の斜面が大がか

りに造成されており、多数の掘立柱建物跡や溝跡、さらに道

路跡、井戸跡、火葬墓なども見つかっています。今回調査し

た部分は、遺跡全体からみれば西端の部分であり、主要部

はさらに南東側でしよう。

当時、とのあたりには、有力御家人であ

る上総氏の一族が館を構えていたとされ

ているので、当遺跡もそれに関係するかも

しれません。遺跡のすぐ隣に八幡神社があ

ることも鎌倉武士とのつながりを感じさせ

ます。詳細は今後の整理作業のなかで、明

らかに芯ることでしよう。
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『箱形鍾J
今回は、とても変わった縄文土器をご紹介しま

す。流山市三輪野山貝塚で出土した、「箱形重」

です。口の部分が欠けていますが、サイコ口に頚

がついたような不思議な形をしています。文様

、の特徴かう、縄文時代晩期(約2，800年前)のも

のと判断できます。

縄文時代晩期の四角形の底をもっ土器は、普

通は鉢形で、童形にはなりまtん。童形の土器は

弥生時代以降によくつくられますが、縄文時代で

はめすらしいものです。お祭りのときに使われた、

特別な土器だったと想像されます。

この壷にほ何を入れていたのでしようか?角瓶

みたいに見えますが、ウイスキーは入つてなかっ

たですよ!

流山市三輪野山界塚出土の
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ニ互の遺跡】 EE霊翠璽

館山自動車道は、� 2003年に君津インターチェンジまで、開通しました。インターチ

ェンジ周辺は「三直」と呼ばれ、君津市内でも遺跡や歴史的な伝承の多い地域とし

て知られています。今回は三直地区とその周辺について、当センターが調査した遺

跡を中心に紹介しましよう。

インターがある場所は、平安時代の水田跡や中世から江戸時代にかけての屋敷跡

が発見された乙とで知られている三直中郷遺跡です。水田跡からは、多くの田下駄、

大足などが出土し、屋敷跡からは溝に区画された建物や井戸跡などが発見されまし

た。との遺跡の北側のE陵には、古墳時代後期の三直台古墳や沖込古墳群、首飾り

が出土した古墳時代前期の沖込遺跡1号墳といった古墳があります。そして、さらに

三亘中~El~遺跡の掘立柱建物跡
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